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2 I I 1, 
条（J(J 条粉、
本学に愛知大九千点宇佐川丈
A
院大手記念センター
（以ト「記念センター」という
c）を置く
c
記念センターは、東川判丈計院大学（以．ト「川文ド
H院」というい一）に山する資料を地保、川内作、川町ぷ
し、その紋打研究上の業組をあきらかにするとーともに、上小川
1の荒川氏仁川苛うすることを行的とする
c
第（
3 ’Ji 
－条 1
記念センターは、山川久市の
U
的を達成するために次の事業を行、つの
「愛知大学設立の経緯と京一地川文書院大学」・「係文・山川けん必とい下友不ん叩町料」する資料守の常設民ぷ宗の投出足び述吋に問すること、川文れ川院に問する依世な資料の蒐位、整卵、保管に閲すること
．、必友会の委託業務に関すること
その他記念センター 日的達成に必要な事
ほか川文内院に問
Hu
．、
? ?
（組織）初4丸木心八心センターに会長及び辺背委
H
会を佐く
2
（会長）約5条ん店長は、学長をもってあてる
c
会長は記念セシターを代去する
f
（一池山川及川同日叫んど第6条述一位委員会（以下「委員会」という。）は、記念センターの事業及び辺公に関する引．的引を来議・決右
し、その述引にあたる
c
安い川会は、安
UH
一名川以び卜－－れ以内をもって間的成するの
l"I 主 .i,rよぷ念 w :ii 
委叫ん
μは、
委員会は、
（吾川長）第7
条委
H
長は、
委日長は、
（委けれ）第8
条
委口月以が
wm
集し、ぷ長となる
ν
必要に応じて福友会と連絡会を開いて事業の述引等に関し立見を聞くものとする。委日会の推薦によりやいたが委嘱する。会長を補佐して記念センターの業務を統轄する。
委員は、本学教職
H
のなかからや長が委嘱する。
山川副の規定にかかわらず、組友会から推薦された委川県布卜名を委嘱することができる
c
（委日長及びを
H
の任期）
第
9条委員長及び委員の任期は、
（幹事）第凶条第（
1 i 顧
条 1 ：司
一－－年とする。
ただし、
再任を妨げない
c
記念センターに制問を置く。組友会会長、提山会会長、小県雌 ’
XKH
院記念北情念会会長及び愛知大学川友会月一下以は、
顧問は、記念センターに関する重要な事項について、会長の諮問に応ずる。
（計助会
H
）
第ロ条記念センターのけ的に賃制する呂は、委員会の議決を純て、
できる【針助会
H
は、例人及び川体とする。
賛助会円以の資仲間、会宵その他必要な事項は
附則（制定）
この脱走は、 ιhkH
会に幹事を置く。
幹事は、事務職員の かから学長が 嘱する。幹事は、安此長の指仰をうけて業務を処則一
ο
顧問となる。
記念センターの賛助会民とすることが
別に定める。
一九九：－年間川
J
十－一けから施行する
G
:l7 愛＼WA:c,':<!l<Jli川文 J；院大’yt』己念ヒン Y lU:'. 
